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研究成果の概要（和文）：本研究は、国内に存在するそれぞれの都市圏には、固有の歴史的・文化的な特性が存
在することに着目した。この事実を踏まえると、リニア中央新幹線のような超高速鉄道の整備による複数の都市
圏の市場の統合は、都市圏間の人口の分散を促し、人口一極集中の是正を実現する可能性がある。本研究は、こ
のメカニズムに関する分析が可能な数理的モデルを構築した。モデルの分析の結果、都市圏ごとの歴史的・文化
的な特性が十分に差別化されている場合には、超高速鉄道の整備は、都市圏間の人口の分散をもたらすことが示
された。また、このような人口の分散化により、国土全体の経済活動や社会厚生が増進されることが示された。

研究成果の概要（英文）：This study focused on the fact that each metropolitan area in a country has 
the unique historical and cultural properties of their own. Considering this fact, it is expected 
that the integration of the markets of multiple metropolitan areas through the development of super 
high-speed railway encourages the dispersion of population among the metropolitan areas and mitigate
 the over concentration to the large city like Tokyo. This study developed a theoretical model to 
analyze this mechanism. The analysis with the model showed that the development of super high-speed 
railway actually encourages the dispersion of the population if the historical and cultural 
properties of the metropolitan areas are sufficiently diversified. The analysis also showed that 
this dispersion of the population improves the social welfare as well as the efficiency of the 
economic activities in the country.

研究分野：土木計画学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、各都市圏に固有の歴史的・文化的な特性の存在が、リニア新幹線の整備により人口の再分散を促すた
めの重要な条件であることを明らかにした。そのため、リニア中央新幹線の整備と合わせて、各都市圏に固有の
歴史・文化や地域資源の活用を支援することにより、また、他の都市圏に存在する固有資源の存在のPRを支援す
ることにより、リニア中央新幹線が有する人口の一極集中の是正効果を高められることを議論した。国土計画に
対してこれらの新しい視点を提示したことが、本研究の主要な社会的意義である。また、以上のような政策分析
が可能な数理的モデルを構築したことが、本研究の主要な学術的意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
リニア中央新幹線に代表される超高速鉄道の整備は、家計や企業の時間配分パターンに直接影
響を及ぼし、その結果として人口集積や企業立地等の国土構造に多大な影響を及ぼす。日本にお
いては、リニア中央新幹線の整備により、3大都市圏を連結したスーパーメガリージョンが形成
されることが期待されている。このように、スーパーメガリージョンが形成されるとき、国土幹
線コリドーにおける人口や企業配置等の国土構造が、どのように再編されるのかは、国土計画に
おける重要な論点である。とりわけ、リニア中央新幹線の整備は首都圏への人口の一極集中を是
正するのかという問い、および、一極集中の是正に必要条件があるのであれば、その条件は何か
という問いに答えることが求められている。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、超高速鉄道の整備が、国土幹線コリドーにおける人口・企業配置等の国土構造
を再編する効果を分析可能な、新しい枠組みを提示するとともに、再編効果に関する知見を導く
ことである。これにより、リニア中央新幹線整備後の国土計画に資する知見を提示することが最
終的な目的である。 
 
３．研究の方法 
 
上記の目的を達成するために、本研究は、地域メニュウの異質性に着目した、新しい特徴を有す
る数理的モデルを構築し、分析を行った。国内に存在するそれぞれの都市圏には、固有の歴史的・
文化的な特性が存在し、そこで生産される財・サービスに、それらの特性が反映されている。こ
のように、各都市圏に固有の歴史的・文化的な特性が反映された財・サービスを、本研究は地域
メニュウと定義した。リニア中央新幹線の整備により、スーパーメガリージョン内の各都市が 1
つの市場 (one-market) に統合されることを踏まえると、地域メニュウの存在は国土構造の再
編に無視できない影響をもたらす可能性がある。現在では、都市圏ごとに財・サービスの市場が
ほぼ独立しており、それぞれの都市圏で生産される財やサービスが、主として当該の都市圏内の
住民や企業によって消費されている。とりわけ、サービスはこの傾向が強い。しかし、リニア中
央新幹線により複数の都市圏が連結されると、ある都市圏内の住民や企業が他の都市圏の財・サ
ービスを消費することが容易になり、これらの都市圏の市場が 1 つの市場に統合化されること
が期待される。このとき、他の都市圏で生産される地域メニュウを活用した経済活動が活性化さ
れると考えられる。そこで本研究は、新経済地理学の空間均衡モデルに、異質な地域メニュウの
存在を明示的に取り入れた、新しいタイプの空間均衡モデルを構築し、分析を行った。 
 
本研究では、具体的に以下のような空間均衡モデルを構築した。地域 1, 2 という 2つの地域が
高速鉄道等の交通システムで連結された 2 地域経済を考える。交通システムを通じて 2 つの地
域間でサービスを含めた財が取引される。このような 2地域経済を，伝統的な Krugman の Core-
Periphery モデルを拡張したモデルにより表現する。従来の空間経済モデルでは、財の有する性
質は、その生産地によって変化しないことを仮定していた。本研究では、この仮定を緩め、家計
が財の生産地に対する選好を持つような、拡張した Core-Periphery モデルを定式化した。これ
により、財が生産される都市圏域に固有の歴史的・文化的な特性が、生産された財に反映される
ことを評価できる。本研究は家計の選好を Nested CES 関数により表現することにより、このよ
うな財の特性を表現した。 
 
４．研究成果 
 
モデルを分析した結果、都市圏ごとに異質な地域メニュウが生産されている国においては、リニ
ア中央新幹線のような超高速鉄道の整備による複数の都市圏の市場の統合は、人口の都市圏間
での分散を促し、人口一極集中の是正や、均衡の取れた国土形成を実現する可能性があることが
示された。より具体的に述べると、都市圏間の交通費用がある閾値よりも高い場合には、都市圏
間の交通費用の削減は、大都市への人口のさらなる集積をもたらすというストロー効果を起こ
す。一方、都市圏間の交通費用がその閾値よりも低い場合には、都市圏間の交通費用の削減は、
都市圏間の人口の分散をもたらす。この閾値は、都市圏ごとの地域メニュウの異質性が強いほど
大きくなる。 
 
整理すると、超高速鉄道が都市圏間の人口の分散を促すための必要条件は、都市間交通費用が劇
的に削減されること、および、都市圏ごとの地域メニュウの異質性が十分に強いことである。こ
れらの条件が満たされる環境においては、各都市圏に人口を分散させ、各都市圏に固有の歴史・
文化・ソーシャルキャピタルや地域資源を活用して多様な地域メニュウの生産を行い、これらの
地域メニュウを都市圏間で交易することにより、国土全体の社会厚生を増進するとともに、経済
活動の効率性を高めることができる。そのため、家計や企業は、自発的に人口や経済活動が分散
化するように、立地を変更するのである。したがって、日本国内においては、リニア中央新幹線



の整備と合わせて、各都市圏に固有の歴史・文化・ソーシャルキャピタルや地域資源の活用を支
援することにより、また、他の都市圏に存在するそれら固有資源の存在の PR を支援することに
より、リニア中央新幹線が有する人口の一極集中の是正効果を高められると言える。以上のこと
から、異質な地域メニュウという視点に立つ政策論は、リニア中央新幹線が国土形成の軸となる
将来の日本の国土計画に対して重要な要素になると言える。このような視点や政策論を新たに
提示したことが、本研究の主要な社会的貢献である。 
 
従来の空間均衡モデルにおいては、大都市圏の混雑が激しくない限り、超高速鉄道の整備は、集
積の経済の効果により、大都市圏への人口の一極集中を促すという結論が得られていた。すなわ
ち、人口の一極集中が進む大都市圏に土地の余裕があれば、超高速鉄道の整備はストロー効果を
もたらすと予想されていた。また、このような一極集中は、経済活動の効率性の観点から望まし
いものとされていた。これらの結論が導かれている理由は、従来の空間経済モデルにおいては、
財の有する性質が、その生産地によって変化しないことを仮定していたからである。本研究が提
示した新しい分析枠組みは、このような従来のモデルとは異なる結論を導く。このように、異質
な地域メニュウという新しい視点を空間均衡モデルに導入したこと、および、そのようなモデル
が有する性質を明らかにしたことが、本研究の主要な学術的貢献である。 
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